
写真で見る西武ヒストリー（前編）
Ⅱ 西武グループ土地開発創始期（1893〜1969）

日本経済を振り返るとき、長い歴史のなかで節目と
なるようないくつかの出来事に出会う。大正時代

の「大戦景気」もそのひとつだ。
　1914（大正3）年、ヨーロッパで第一次世界大戦が勃発。
戦争による為替相場の混乱や海上輸送の問題で、日本の
景気も一時的に停滞した。しかし戦場となったヨーロッ
パや戦争景気のアメリカ向けの輸出が急増し、翌年後半
から好況に転じる。また、アジア市場からヨーロッパ製
品が姿を消すと、日本製品に需要が集中し、一時的にで
はあるが日本がアジアの輸出市場を独占した。
　こうして明治維新以来続いていた輸入超過は輸出超過
に転じ、国内は空前の好景気に沸いた。いわゆる「大戦景
気」である。この好景気によって造船・薬品など重化学や
繊維分野で工業生産が拡大し、農業国から工業国への脱
皮という流れが鮮明になっていった。これは都市人口の
増加へとつながり、急速に都市化が進むことになる。
　当然、株価も高騰し、投資家と呼ばれる人が増えたの
もこの頃である。その多くは株式への投資をおこなった
が、地価の高騰に着目し、土地を対象とする投資家もあ
らわれる。後に西武グループを築いた堤康次郎もその一
人だった。

その後の事業に大きく影響する
大隈重信、後藤新平などとの出会い

　滋賀県愛知郡の農家の長男として生まれた康次郎は、
幼い頃に父母と離別し祖父母に育てられる。海軍予備学
校を卒業後、郡役所に勤務していたが20歳で上京。早稲
田大学高等予科を経て早稲田大学政治学科に進んだが、
その後の事業は早稲田時代の出会い、活動を抜きには語
れない。雄弁会に所属し、学生時代から政治に強い関心
を示した康次郎は、早稲田大学の創始者・大隈重信の後
援会である大隈伯後援会に発起人会の一人として参加、
選挙活動の手伝いをおこなった。後に、桂太郎を中心と
する新党、立憲同志会の設立に参加しているが、ここで
接点を持ったのが後藤新平である。関東大震災後、内務
大臣兼帝都復興院総裁として大胆な復興計画を立案した

後藤は、康次郎にとって憧れの存在だったろう。
　康次郎は、「新日本社」という出版社の社長を任されてい
た時期があった。雑誌『新日本』の出版が主な業務であり、
この雑誌の主宰も大隈重信である。発行部数は苦戦して
いたが、社長になると、康次郎は経営を改善すべくさま
ざまな手を打った。論文の執筆者構成の見直しに始まり、
岡本太郎の父である岡本一平の挿絵の多用、表紙裏の広
告スペースの活用など、思い切った変革をおこなってい
る。『新日本』は1918（大正7）年に終刊となっているが、康
次郎はこの雑誌とのかかわりのなかで、大きな価値転換
を経験している。それが「株式から土地へ」だった。

雑誌『新日本』とのかかわりから
土地の時代を予見していた

　野澤源次郎という貿易商が『新日本』に掲載した談話に、
「株式熱より土地熱へ」というものがある。「大戦景気の
真っただなかに、株式熱が最高潮に達する時は、急転直
下の前触れであり、やがて投資は土地へと移り、地価の
高騰を招く」。そう強調し、株式投資より土地投資のほう
が利回りはいいとしている。
　「これからは土地の時代」。詳細な資料が残っているわ
けではないが、康次郎はそう感じたのではないだろうか。

大隈重信が主宰した雑誌『新日本』。写
真は1913（大正2）年1月発行号だが、
康次郎が早稲田大学を卒業したのもこ
の年である。その後、冨山房から発行
を引き継いだ新日本社の経営にかかわ
るようになる

Part 1 大戦景気に沸いた大正時代
土地を対象とする投資家が登場
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現に、この談話が掲載された頃には、東京・下落合の土地
を購入し、以降少しずつ買い足している。さらに、1917

（大正6）年には軽井沢・沓掛（現在の中軽井沢）の土地を
購入。西武グループの土地開発事業は、この時期にその
源流がある。
　康次郎は1920（大正9）年、「箱根土地」を設立。その設立
趣意書で強調されているのは、「大遊園地」の必要性だっ
た。当時の5大国（米英仏日伊）の一員として、外国からの
客が増えること。生活力向上によって、国民に休息の場
が必要になっていくこと。これを二大理由としているが、
単なる不動産事業ではなく未来志向の「観光開発」を掲げ
ているのは、康次郎の独特の視点によるものだ。まさし

く「先見の明」である。

宅地開発の歴史に深く刻まれる
「目白文化村」の革新性

　その後の土地開発は2つの流れに分かれる。1つは「別
荘・大遊園地」、もう1つは「宅地・学園都市」。いずれも後
に業界のベンチマークとなる事業に成長するが、最も早
くかたちになったのは宅地開発であり、1920（大正9）年
から東京・下落合で「目白文化村」の分譲を開始している。
　分譲が始まった時、当時の人は西洋風の住宅が建ち並
ぶ光景に目を奪われたという。「ビバリーヒルズ」の街並
みを目指し、街路から建物にいたるまで統一感を持たせ、
電線は地下に埋設して洒落たガス灯を街路に配置するな
ど、いまで言うところの「ランドスケープデザイン」が実
践されていた。
　「目白文化村」は、日本における文化住宅の先駆けとも
いえるだろう。電気・ガス・上下水道が完備され、洋式の
水洗トイレも一部住宅に導入された。また、文化村には
クラブハウス、スポーツ施設、各種文化施設などの社交
場も備えていた。購入者には官吏や学者に加え、作家、画
家など文化人も多かった。
　その先進性は、後の郊外型住宅開発のモデルとなり、
住宅・不動産業界に大きな影響を与えた。戦時下の空襲
による焼失、戦後の急激な都心再生など、時代の波にの
み込まれてしまったが、歴史という物語のなかで「目白
文化村」はまばゆい記憶とともに生き続けている。

1920（大正9）年より分譲を開始した「目白文化村」をデザインした絵はがき。
大正時代とは思えないモダンな住宅が建ち並ぶ様子がうかがえる

1924（大正13）年に売り出された箱根土地の社債の案内。この時点で既に「箱根方面に300万坪」「軽井沢方面に400万坪」の土地を所有すると書いている
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